
一 般 質 問 通 告 書 

令和２年第２回定例会 No.１  

順 位 質 問 者  質 問 事 項 要 旨 質 問 の 相 手 

１ 沖 野 一 雄 １ 新型コロナウイルス感染症の

影響拡大に伴う経済対策等につ

いて 

(１)  新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を背景に，本町でも経済の落

ち込みや社会生活に不安感が広がっている。 

そこで，国や県が主導する緊急支援対策に係る本町における現在の進捗

状況とその効果，加えて町独自で進めるべき対策事業等について，町長の

現状認識と今後の方策について伺いたい。 

(２)  台風シーズンが近づいており，災害避難所等における感染症対策も今後

の重要課題と考えるが，町長は，複合的に災害が発生した場合の対応策を

どう講じていく考えであるか伺いたい。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

２ 児童生徒の学習環境をめぐる

対応策について 

(１)  新型コロナウイルス感染症の影響により，児童生徒の学習の遅れが懸念

されているが，学校等における今後の感染症対策を含め，特に学習面のリ

カバー対策をどう具体的に進めていく考えであるか。 

教 育 長 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

髙 田 豊 繁 １ 新型コロナウイルス感染症対

策に伴う緊急特別奨学金制度の

創設について 

(１)  アルバイトで生計を維持しながら修学している本町出身の学生も多い

と思われるが，昨今の新型コロナウイルス感染症の影響によって，アルバ

イト従事が困難となり生計維持が困窮している学生に対し，郷土からの応

援を込めた緊急特別奨学金制度を創設し，奨学金貸与の拡充を図る考えは

ないか。 

教 育 長 

 

２ 若者定住化促進のための住宅

政策の拡充について 

(１)  U・I ターン若者の定住化促進の一環として，一戸建て住宅や集合住宅

等の供給が必要という声が多いが，町長は，現行の公営住宅拡大推進とと

もに，公用地の拡大取得を推進し，PFI型住宅や若者定住化対策民営住宅

建設用の用地造成整備を推進する考えはないか。 

(２)  若者定住化促進のための住宅政策を進めるに当たって，町民のニーズ・

意向調査を行う考えはないか。 

町 長 

 

 

 

町 長 
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  ３ 庁舎内 ATM の利便性向上対策

及び来庁者用案内板の追加設置

について 

(１)  旧庁舎前の ATMに比べ，新庁舎内に ATMが移設されてから，町民の利

用面における利便性が後退していると思われるが，運用時間等町民の利

用サービス向上が図られるような対策を講じる考えはないか。 

(２)  庁舎内に各課への案内表示看板等を追加設置し，高齢者等にも配慮し

た案内サービスを行う考えはないか。 

町 長 

 

 

町 長 

 

４ 小組合の文書配布制度の見直

しについて 

(１)  高齢化等の進展によって，集落内における文書配布の受託遂行が困難

になってきている事案が増えてきていると聞くが，小組合の文書配布制

度について，今一度住民等を交えた検討会を開催し，今後の方策を見直

す考えはないか。 

町 長 

３ 

 

 

 

 

 

林    敏 治 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対

策について 

(１)  政府は新型コロナウイルスに関する「緊急事態宣言」を全面解除した

が，引き続き基本的な感染症対策を継続しながら，社会経済活動を維持

する新しい生活様式の徹底を推進している。本町においても，この機会

に新生活運動の改善を更に強化して，今後予定されている年間行事や冠

婚葬祭，与論献奉等の在り方について見直しを図る必要性があると痛感

するが，町長はどう考えているか。 

(２)  新型コロナウイルス感染症の拡大などで，内外経済に甚大な影響をも

たらしており，世界経済は戦後最大と言うべき危機に直面している。本

町においても，商工観光事業者，農水産事業者などの経営環境が悪化し，

事業進展の見通しが立たない状況にある。今後，町独自の支援策をどう

講じていく考えか。 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

２ 皆田海岸の公園整備について (１)  現在，皆田海岸は，皆田離れを望む美しい観光のメインスポットであ

り，国立公園区域となっている。以前から観光拠点施設等の公園整備を

要望しているが，なかなか進捗していない。今後，計画的に周辺の整備 

町 長 
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   を行い，魅力ある観光地としてイメージアップを図る必要があると痛感

するが，積極的に取り組む考えはないか。 

 

４ 

 

 

 

 

遠 山 勝 也 

 

１ 農畜産業の振興と地下水保全

対策について 

(１)  死亡獣畜処理施設の老朽化に伴う更新整備については，昨年末，執行

部と環境経済建設常任委員会の間で協議が行われ，去る１月末に県議会

議員や県職員にも要望してきたが，「該当する補助事業がない。」との答

えを持ち帰ったままで進捗していない。同施設の老朽化や死亡獣畜の発

生は待ってくれず，更新に向けたプランの提示を畜産農家は切望してい

るが，今後の対策について，どう取り組む方針であるか伺いたい。 

(２)  キャトルステーション施設を整備し，各農家で分娩した子牛を集約し

て飼育すれば，畜産農家や高齢農家の労働力の軽減，畜舎や堆肥舎への

投資抑制ができ，また，品質のばらつきを少なくし，高値販売牛の増頭で

畜産経営の安定化が図れるとともに，地下水保全のためのし尿処理の一

括管理が可能になるとの農家の声があるが，町長はどう認識しているか。 

(３)  サトウキビと同様，本町産業の屋台骨である畜産には，将来に向けて

更なる経営の安定と肉用牛生産基盤の強化が求められると同時に，１０

年後，２０年後も地下水への悪影響を及ぼすことがない町独自のし尿処

理対策を講じる必要があると痛感するが，町長はどう取り組む考えであ

るか。 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

５ 

 

野 口 靖 夫 

 

１ 新型コロナウイルス感染症の

影響による実態認識と対策につ

いて 

(１)  新型コロナウイルス感染症が本町経済に与えた影響は大きく，再生と

活性化には最大限の労力を要すると思われる。基幹産業である農業，漁

業，畜産業，観光業の実態をどう認識しているか具体的に伺いたい。 

(２)  政治の責任で何をなすべきか問われている現在，再生には並々ならぬ

エネルギーと確かな行動による施策と財源（地方創生臨時交付金，奄振 

町 長 

 

 

町 長 
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 一括交付金）の確保，有効活用が求められているが，その施策を伺いた

い。 

(３)  緊急事態宣言解除後，第２波，第３波が懸念されており，その事を想

定した対処方針を立てるのが行政に課せられた課題である。医療機関の

受け入れ態勢，学校休校による学力低下問題等も含めて，町民が安心・

安全な生活が営まれるような力強い施策を伺いたい。 

 

 

町 長 

教 育 長 

２ 環境，景観保全と魅力ある観

光地づくりについて 

(１)  風光明媚な海辺地に放置されている廃遊漁船や，リサイクルセンター

に山積みしている焼却可能な廃プラ，廃材，また海岸に打ち上げられた

海洋プラスチックごみ等の処分を早急に実施する考えはないか。 

(２)  今日の新型コロナウイルス感染症の影響等による社会環境の変化によ

り，国内の地域間競争の激化が予想されることや，観光ニーズの多様化

に伴い政策転換が望まれていると思われることから，奄美や沖縄が世界

自然遺産に登録された際に，確実な地の利を生かした観光地づくりが推

進できるよう，町長の諮問機関として，仮称「魅力ある観光地づくりプ

ロジェクトチーム」をつくり，観光産業振興に息吹を与える考えはない

か。 

町 長 

 

 

町 長 

６ 

 

 

林  隆 壽 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対

策及び経済対策の経緯について 

(１)  これまでにどのような感染拡大防止策を講じたか。 

(２)  これまでに国や県の経済支援対策にどのように関わってきたのか。 

町 長 

町 長 

２ 今後の新型コロナウイルス感

染症対策及び経済支援のための

財源確保について 

(１)  第２波新型コロナウイルスの襲来に備えた感染防止対策をどうする

のか。 

(２)  第２波の新型コロナウイルス襲来に対して，国や県との経済支援連携

並びに奄振交付金拡充や離島振興一括交付金創設などの要請をする考

えはないか。 

町 長 

 

町 長 
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 ３ これからの経済活動の復興に

ついて 

(１)  県境をまたぐ移動制限解除後の経済活動支援をどのように展開して

いくのか。 

町 長 

 

７ 

 

 

 

川 村 武 俊 １ 医療体制の充実と台風時の対

策について 

(１)  新型コロナウイルスにより医療機関の脆弱さが指摘されている。本町

においても一医療施設が来年度より閉鎖されると聞いているが，どのよ

うに認識をし，どう対処されるのか。 

(２)  台風シーズンが到来するが，避難所の３密（密閉，密集，密接）の対

策は十分か。 

町 長 

 

 

町 長 

 

２ 職業の多様性と働き方につい

て 

(１)  今後，テレワークなど職場の環境や働き方，雇用形態が変わってくる

と思われるが，将来の役場の業務形態や働き方についてどのように考え

ているか。 

(２)  島の活性化のためには，職業の多様性を図るための人材育成が肝要だ

と思うが，その考えはないか。 

町 長 

 

 

町 長 

３ 農畜産業，水産業，観光業の連

携について 

(１)  農畜産業，水産業，観光業の浮揚を図ることが，他業種にも波及し，

島の経済が大きく押し上げられると考えるが対策はあるか。 

町 長 

 

４ 教育の充実について (１)  教育のグローバル化が急速に進展する中で，国際的に活躍できる人材

育成に取り組む考えはないか。 

教 育 長 

８ 

 

 

大 田 英 勝 

 

１ 新型コロナウイルス感染症へ

の対策について 

(１)  緊急事態宣言が終了し，ほっと一息といったところである。お陰様で

本町での感染は出なかったが，第二・第三波も予想される中手放しで安

心はできず，今後に備えるためにも検証は必要と考える。そこで，新型

コロナウイルス発生後，本町ではどのような対策を講じてきたのかを時

系列で伺いたい。 

町 長 
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  (２)  新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため，全国的に不要不急の外出

自粛や飲食店等への休業要請が行われた。本町においても島外からの来

島自粛の要請が行われ，観光客は限りなくゼロに近い状況となってい

る。新型コロナウイルス感染症の影響拡大で，あらゆる業種が大変厳し

い状況になっており，町としても緊急支援が求められている。中でも，

特に落ち込みの激しい観光関連へは手厚くする必要があると考えるが，

見解を伺いたい。 

(３)  外出自粛の最中，ある方からストレス解消や運動不足・筋力低下を防

ぐため，時間を決めてラジオ体操をしたらどうかという提案があった。

幸い本町には「ゆんぬふとぅばラジオ体操」というユニークなラジオ体

操がある。そこで，例えば午後３時に防災無線からこれを流し，役場を

始め各職場でも仕事を中断し体操をすると，リフレッシュ効果で仕事の

効率も上がり，健康増進にも繋がると思う。この度のコロナ禍を契機に，

ラジオ体操タイムの導入を検討する考えはないか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

２ 選挙の投票率向上について 

 

(１)  ここ２０年間の本町で行われた各種選挙における投票率の推移を見

ると，総じて次第に低くなっていく傾向がある。この原因はどこにある

と考えるのか伺いたい。 

(２)  ２０１６年島根県浜田市で，選挙における投票所への移動支援が初め

て導入された。その後様々な形で全国に広がり，昨年の参議院選挙では

２１５自治体で導入された。高齢化が進む中，本町でも移動支援を必要

とする方は増えている。本町でも町民サービスの一環として導入する考

えはないか。 

選挙管理委員会 

委 員 長 

 

選挙管理委員会 

委 員 長 
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９ 

 

 

 

 

 

町  俊 策 

 

１ 観光スポットの整備について (１)  ビドウ遊歩道周辺に自生する蘇鉄に寄生する害蝶の駆除対策を，町長

は，どのように考えているか。 

(２)  皆田海岸の山口誓子の句碑周辺を撮影スポットとして整備すること

を，町長は，どのように考えているか。 

(３)  与論十景を選定し，撮影スポットを整備して，旅行客に写真撮影の場

として推奨する考えはないか。 

(４)  寺崎海岸入口の公衆トイレ脇から宇勝方面へ，農道又はサイクリング

ロードを整備し，周遊道路を継続させる要望があるが，町長は，どのよ

うに考えているか。 

町 長 

 

町 長 

 

町 長 

 

町 長 

２ 海藻類やカニ，エビ，貝類等の

再生について 

(１)  大金久，船倉地区の藻場再生のための対策を，町長は，どのように考

えているか。 

(２)  少量多品種の海藻類やカニ，エビ，貝類等の陸上養殖の是非について，

町長は，鹿児島大学水産学部等に研究を依頼する考えはないか。 

町 長 

 

町 長 

３ 防波堤擁壁へのレリーフ作成

について 

 

(１)  コースタルリゾート内ヨットハーバー横の防波堤擁壁に縦９０ｃｍ

×横５０４ｃｍの額縁状の枠が５か所あるが，県の承諾を得て，これに

画題を与え，小・中・高生の代表グループにレリーフを作成させ，美術

環境思想の高揚を図る考えはないか。 

 

教 育 長 

 

 

 

 


